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1． 序にかえて

1.1．漢字情報処理システム発展の経過と課題

田 鴫
今

夫

漢字情報処理システムの発展の経過をたどってみると，1950年代の後半に漢

字電信コード(1959,CO-59符号系）が制定され，共同通信社による漢字テ

レタイプ全国通信網が稼動しはじめたことが，実用システムとしての噴矢とみ
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られるであろう。一方，尚品質文字の出力機構としての漢字プリンタの実用

は，1960年代の中頃に入ってからのこととみられる。H本電子産業株式会社に

よるJEMシリーズの発表は，漢字テレタイプによる入力と，漢字プリンタか

らの高品質文字の出力を可能とし，出版物の編集，印刷業務への利用の道を大

きく拓いたと言える。日本科学技術情報センターにおける「科学技術文献速

報」の編集・印lilll版下フィルムの作成が，はじまったのは,1968年のことであ

り，学習研究社における「グランド百科辞典」の編集・版下の作成がはじまっ

たのは，1969年であった1)。いわば，1960年代の後半は，一部の特殊なユーザ

ーのもとで，日本語の文章情報処理が行われ出すとともに，印刷業の一部にお

いて電算写植システムの利用がはじまった時と言えよう。

一方，1970年代の後半にはいると，それまで利用してきたカタカナのシステ

ムを，漢字のシステムに変えようとする動きが顕著になってきた。一般の計算

センターの中にも，漢字処理システムを導入し，漢字処理の受托を受けるよう

になるとともに，自治体等における窓口業務の漢字処理システム化に，大きな

関心がよせられてきている。また一般のデータ処理分野の中にも，見やすさを

重視してこれまでのカナ表記を漢字表記に変えたいとする要求が顕著になって

きた。いわば特殊なユーザーにおいて特殊な使い方をされてきた漢字処理シス

テムが，汎用化の方向に確実に歩玖出していると言えるであろう。

しかしこの歩永は一般のコンピュータの発展からすれば，はるかに遅いもの

である。これはコンピュータが漢字を意識せずに，技術的に発展してきたこと

と，漢字の文字種が，アルファベット圏の言語に比べれば，極めて多いと言う

漢字のもつ文字システムとしての特殊性から，その装置が特殊なものとして位

置づけられ，他の周辺装置のような汎用性を持たなかったこととの二つが，発

展を阻害していた主因であったろうと思われる。

私は漢字情報処理システムのめざすものは日本語文の自在な情報処理，もっ

と俗な表現をとれば，アルファベット言語圏におけるそれとの格差の解消にあ

ると考える。またこのためには，アルファベット言語を中心としたコンピュー

タシステムの模倣ではなく，漢字システムを根源的に分析し，そこから体系的

で，かつ現実に即応したシステムを構想し，その上で一つ一つ着実に実現して

いくべきであろう。その上で現実的にハードウェアの低価格化と，利用システ

ムの標準化，汎用化をめざすべきであると思う。

本稿では主として，漢字システムの現状を分析し，漢字情報処理システムに

おける文字セットのあり方，文字セットを設計する上での基本的問題いわば

ハードウェア，ソフトウェア以前の基本的問題について考察する。
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漢字情報処理システのム課題（田嶋）

1.2．漢字システムと漢字情報処理システム

まず基本的な問題から整理しておきたいと思う。今日，我々は文字として主

に漢字やかなを用いている。そしてこの文字を利用したコミュニケーシゴンの

手段としては，手書の書類からはじまって，騰写印jill,和文タイプによる印

刷，活版による印刷，写植システムによる印MI1,或はコピー等の手段を用いて

いる。この段階では，データの保存は，ノート或は印lilll物或はそれらの二次的

加工物等によって行われる。この管理は基本的には手動方式である。仮にこう

したシステムを漢字システムと名づけておく。

一方，近年急激に増加してきたものは，漢字やかなを主要な表現媒体として

情報の伝達を行うが，この情報を機械可読の媒体（磁気テープや磁気ディスク

等コンピュータの周辺機器）に保存し，管理し，必要に応じ機械的に加工し，

印刷する方法である。前者と異る点は，機械的なデータ管理を伴うことであ

り，データの保存，伝達手段としての出力等が，一環したシステムとなってい

ることである。これを前者と識別する意味で，仮に漢字情報処理システムと名

づける。言うまでもなくここではコンピュータが中心的役割を果す。また両者

を分かつ根本は，データが機械可読の形で管理され，出力されるかの一点にあ

る。印字される字母の用意という点で，この二つのシステムを比較してみれ

ば，前者にあっては，管理する字母の数はそう大量のものを要しない。なぜな

ら一般的に使用される漢字の数は，2000字程度で99％を超えるのである2)。こ

こにない漢字（外字）は，必要に応じ用意し使用する方が効率的と言えるであ

ろう。殊に近代活字以前の近世版本の印刷形態を考えれば明白である。ある版

-ﾄﾞにあらわれる文字はすべて外字処理のようなものであり，そのつど字母を作

成していると見ることができる。版下の彫師にとっては，著者Aの使用する文

字種と著者Bの使用する文字種とが，たとえ大きく異っていたとしても，ほと

んど問題にならなかったと見倣すことができるであろう。しかし，漢字情報処

理システムにあっては，原則的にみれば，あるデータに出現する漢字は常に用

意されていなければならない。いかに稀にしかあらわれない漢字でも，出現頻

度の高い漢字と同様に，同じだけのメモリーを使って|可じコード体系の中にお

さめておかなければならない。

このように漢字情報処理システムにおける漢字の問題をつきつめて考えてみ

れば，効率的な漢字セットの設計が重要な意味をもつことが明らかであると言

えよう。

私が本稿において，文字セットのあり方，設計上の問題について考察しよう
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とする根本は，これまで多くの漢字'|,'i報処理システムがそうであったように，

制限ざれ固定化された洪宇セットでしか使えないのでは，典の怠味でのll本人

のシステムにはなりえない。必要な漢字が必要な時に使えるシステムになって

いなければならない。しかし漢字システムの実態を見きわめることなしに，漢

字システムをより大きな混乱におとし↓､れるような方向で，漢字情報処理シス

テムを設計し，遡用すべきではない。この意味で漢字情報処理システムの設計

にあたっては，漢字システムの実態をふまえ，その上で文字セットのllll逆をも

っと考えてほしいと思うからである。

2．文字セット設計上の問題点

漢字'|牌&処理システムについて，そのシステム構成を考え，典体的に導入し

実用化していくためには，文字セットをどのようなものにするかを決めなけれ

ばならない。文字セットのうち，平かな，片かな，数字，ローマ文字，ギリシ

ャ文字，ロシア文字等の有限個数のものについては，そのすべてを用怠してお

いたとしても，さしたる量にはならない。しかし漢字を用意するとなると簡単

ではない。後にも述べるように漢字がいくつ存在するかも定かでないことから

しても，そのすべてを用意することは論理的に不可能である。また当H1漢字を

用意しただけで十分であるか，どうかについては，誰しもが無意識のうちに，

当用漢字外の漢字も使用しているのが，実情であるから，ごく特殊な場合を除

けば，不十分である。したがって漢字セットを作成する何らかの方法が必要と

なるのである。このために考えるべき点は，次の3点にある。その第1は，存

在する漢字の数の問題であり，次で分野間の漢字の層の問題であり，第3には

字体の問題である。

2-1漢字の数

漢字が総数いくつあるかを数えることはほとんどｲくﾛI能であろう。しかしお

およそどの位の数が存在するかを把握しておくことは，必要なことである。

世界で喰大の漢字収録数をほこる『大漢和辞典』（諸橋徹次細，昭和30年～

35年，大修館書店刊）には，個々の漢字に番号がふってある。岐終番号は48,9

02の番号となっている。しばしばこの番号が『大漢和辞典』の収録漢字数と錯

覚される場合が多いのであるが，同辞典の索引の部を見ると，「補遺｣があり，

ここに1,062字が収録されている。つまり，49,964字である。さらにこの他に

同番で'（ダッシュ）を付して区別したものがある。タ“ツシュがいかなるものか

説明はない。おそらく編集上の不手際を補うためのものと，編集途上に新らし
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漢字情報処理システムの課題（田嶋）

い字体が認知された場合のものとの二種類と思われる。総画索引にあげられて

いるものを数えると，50,292字であると言う3)。通し番号との差328は′（ダ

ッシュ）の数かと思われるが，タ‐ツシュの数は，当館漢字情報処理システムで

利用している文字セット（これはJIS4)の第1及び第2水準の文字に,JI

S外で独自に使用する漢字を追加したもので，現在約900字にコードを与えて

いる）を対象とした漢字辞苫の中からだけでも，322字を数える。おそらくは

これだけで数百はあるものと思われる。従って『大漢和』で収録漢字数が5万

を超えることは確実なのであるが，正確に何字収録されているかは明確ではな

い。またこの5万余の漢字の中には，後に述べるような異体字がきわめて多く

含まれているのであるる。

さらに今日日常的に使用している漢字の中で，『大漢和』に収録されていな

い漢字も多い。JIS漢字表(JISC-6226-1978)の中には，私の調査で

113にのぼる漢字が『大漢和』及び『新字源』に見い出せない5)。このうち151

字は，『大漢和』にない。また古典の写本，版本などを見ていると，辞書に見

い出せない漢字が多いことを実感させられる。また江戸時代には，『異字篇』

『同文通考』『異体字糯』等異体字を整理，集成した辞書があらわれているが，

その中の『異体字辮』（江戸中期の数学者中野元圭の細著）では，［1用の字を

数多く収集し分類しているが，その数は5,002に達している6)。この中には

『大漢和』に収録されていないものも多く含まれている。このような事例をあ

わせ考えてゑると，現存する（歴史的文献の存在も含めて）漢字の数は膨大な

数にのぼるのであって，整理し集計することはほぼ不可能と考えなければなら

ないであろう。

ところでこのような漢字の数が，歴史的にどう増加してきているかを，主要

な辞典の収録文字数で見てみると表一1のようになる。

表-1,辞典に於ける漢字収録字数の変化7’

説文解字9,353

玉篇（六朝時代）16,917

広韻（宋）26,194

字彙（明）33,179

康煕辞典（清）42,174

この表を見れば漢字の数が時代とともに墹加しているざまが如実にあらわれて

いるのである。漢字字種の増加の因は，新しい概念を表現するための漢字があ

らたに作られるという本来の漢字の文字機能に基づくものと，俗字や別体字が

作られたことによる増加の2つであろう。これらの漢字辞書が日本でどう利用
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されていたかにつ↓､ては，『字彙』が，江戸時代の漢字の辞書と言えば，典型

的なものとして使われてい8)たという事実からしても，相当利用されていたこ

とはまちが↓､ない。

2－2．分野間の漢字の層

次にこれらの漢字が実際にどの位使われて↓､るのかを考えてみよう。漢字の

字種については，これまでさまざまなu的で，いくつかの捌査が付われてい

る。また私共のところでも，字種選定の|｣的や，文字-ヒット使月j効率調査等の

目的のもとに調査を行っている。これらを整理してみると表一2のようになる。

この調査の中では，データの扱い方，異体字の取り扱い方針・総文字数の提示

等，統一はとれていない。しかしできるだけさまざまな分野にわたるデータを

集めるよう心がけた。この表の中でAのH本基本漢字は，調査結果そのままの

データではないが，すでに基本的データとなっているので参考までにかかげた

ものである。Aを除いて20の調査結果がでているわけであるが，異り漢字数順

に分布を見ると

4,500以上2

4，000～3，5015

3，500～3，0014

3，000～2，5016

2，500～2，0011

2,000以下2

となり，2,500から4,000までの間に大半が入っている。3,500を超す漢字のあ

らわれたものは,D1の郵便報知新聞の場合を除いて，母集団が大きいものが

多い。E2,E3は総漢字数が記されていないが，いずれも膨大なページにわた

って,｢夫々の頁から漢字を全て抽出し，……計算機に入力して頻度の調査をし

た」と説明されているから，膨大な母集団であったと思われる。殊に上位3つ

の,B1,B2,B3が母集団の上でも上位を占めている。またF8のデータは，

具体的には，昭和47年，48年，49年の国文学の論文タイトルを入力したもの

であるが，これを各年ごとに集計すると，2,271,2355,2,338となっている。

母集団の増加により異り漢字数も確実に増加しているのである。

また異り漢字数の多いもののデータの中味を見てみると,B3が，単行本，

雑誌，辞書，百科辞書等とあるように，各種の分野にわたるデータである。

B2も印刷に日常使われている活字の調査と思われるので，広い分野のデータ

であると思われる。
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漢字情報処理システムの課題（田嶋）

表－2漢字の使用字数淵査

総漢字
異り漢調査

資料名数
字数種別

（千字） 匿譲
一■－マーーマー

雲'1，〃

対 象

’ ｜副
※3,0()0△

分
っ‘MQ八’第

語読本，文学書，新聞等
野
55,65,67帝国議会両院本

R本基本漢字(大西）

印刷局

印刷局

凸版印刷

婦人雑誌

総合雑誌

雑誌九一|－種

郵便報知新聞

現代新問

カナモジカイ（岡崎）

姓名（日本ユニバッ
ク）

官 報

１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
１
２
３
４
１
２
３
４

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

804

3,280

45,910

5"鶚I
120

280

166

△
△
△
㈹
紛
紛
㈹
㈹
四

８
２
０
８
１
８
０
３
、

４
２
２
４
８
２
８
１
４

９
１
５
０
７
３
６
２
Ｅ

３
ｐ
夕
分
り
９
１
夕

３
５
４
３
２
３
３
３
の

1941

1962

～66

1976

1953

1960

1963

1967

1976

1938

1974

1974

1974

1976

1978

1978

1976

1975

1978

会議速記録

常
単
辞
主
昭
５
岨
３
大
帥
淵
官
総
古

川文字調査

行本・雑誌・辞書・1ｺ科
書等

婦の友，1950年1～12月

誌，1953.7～1954.6

部門90種,1956.1～12

77.11～1878.10

紙朝夕刊,1966.1～12

阪毎日，東京朝日等5紙
日分，1935.1～12

査人数663,823人

報1972,計12,092頁

覧4,006頁

典書誌目録約9,000件

〃 8,500件

文学の論文約14,000タイ
ノレ

文学論文の抄録830件

990

450

2，721

’

㈹
全
全
全
全
全
全
全
全
全
全

3,542

2,637

3,616

3,782

2,666

2,791

3,234

I

国土行政区画総覧

古典書誌（1） 243

(2) 212〃

国
卜
国
Ⅱ
保
平
万

文献目

論文抄

古典テキスト

録
録

340

196

44

231
22

2.680

(1) 本霊異記全2,453

(2) 元物語全1．584〃

||::：
治物語全

葉集全‐
１
１
３
４
１
１

1,510〃

2,702全〃

’
（調査種別は，△は不明，粉はサンプル調査，全は全件の調査を示す）
資料注
A大西雅雄『日本基本漢字』1941三省堂
B,～B3,C1～C3,D2林大｢各種資料における漢字使用率の比較｣(文献2)より部分転載
D1進藤咲子「明治初期の新聞の用字」（『国立国語研究所論集』3,1966)による。
D3岡崎常太郎『漢字制限の基本的研究』1938,松邑三松堂
EⅡ日本ユニバック『漢字システム・デザイン資料(4)』
E2,E3行政管理庁行政管理局・谷村株式会社新興製作所『行政情報処理用標準漢字の
選定に関する調査研究・報告書』1974
F,～G4,国文学研究資料館情報処理室及び筆者の調査による。F,,F4,については，
国文学研究資料館報告1号『国文学研究資料館におけるコンピュータ及び漢字システム
に報告
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またC3の雑誌九十種とC2の現代新聞をあわせると，

新聞にのゑ出現した漢字382字

共通して出現した漢字2,831字

雑誌にのみ出現した漢字497字

計3,710字

である9)という。これも分野が異れば,字種が確実にふえることを示している。

これとは逆に少いデータの方のG1,G2,G3は単独の古典テキストという限ら

れた分野である｡さらに『保元物語』と『平治物語』の場合は,IIIIj者を合わせ

ると，1,919となり，増加ぶりが苫じるしく，漢字の字種がデータ量と分野に

よって大きく影響されるものであることも如実に示している。

次にD1,D2,D3の新|罰の漢字調査を検討して承る。D1の場合は,1877年11

月1日から1878年10月31Uまでの1年分の「郵便報知新聞」を資料としたサン

プル調査である。異体字と本字との間に字形や文字使用の上であまり差異の見

られないものは，本字に合併するという明確な方針をとっている。異体字一覧

には18Oあまりの漢字が挙げられている。D2は朝日，毎II,読売の3紙の1966

年の1年分に含まれる語彙を母集団として60分の1の面積費でランダムサンプ

リングを行ったという。記事面の性格を考慮してか，政治，社会，経済，文化

・家庭運動．芸能，広告の六局に分けている。D3は大阪毎日，東京朝日，

読売，報知，時事新報の5紙を対象とし，1938年の1年間の内の60日分につい

て政治面と社会面に限って調査したという。異体字の取り扱いについては收と

収，萬と万，篭と体等は1つに数えて↓､るが，箇と個，灯と燈，埼と崎，著と

着，附と付等の11例については，別個のものとして数えている。3調査とも若

干の違いはあるがおおよそ比較にたえるであろう。

D1は母集団が最も小さいにもかかわらず，また単独紙の洲査であるにもか

かわらず，3,680字であり，さらに異体字も加えれば，3,800余数えることにな

る。D2,D3と比較したとぎ時代の反映と見られようか。D2はD3に比べ各分

野の記事を収集しているが，それでも30Oあまり減少している。これは漢字を

少くするという点で言えば当用漢字制定の効果と見ることができよう。しかし

当用漢字1,850字の1.74倍の漢字が使われていることや，使用頻度上位，2,000

字の中に表外の漢字250字が含まれている10)という事実からしても,u本人の

漢字に対するしたたかな執着と見ることもできよう。

以上の考察により漢字の字種が使用分野によって大きく異ること及び母集団

の増加によって字種も漸次増加するであろうことの2点が確認できる。

このことは漢字セットのきめ方がいかにむつかしいかを何よりも雄弁に語っ
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ているであろう。また標準的な漢字セットを決めようとする場合には，このこ

とを十分に考慮する必要がある。当然のことながら全ユーザーを満足させうる

漢字セットなどあり得ない。いくつ標準するかという数の問題ではないのであ

る。

2-3．漢字における字体

第3の問題は漢字の字体の問題である。もっと明確に言えば，漢字システム

における異体字の多さであり，また正字のゆれのIM]題である。（ここで筆者の

使用する字体と言うことばは，古体，別体，俗体等のことばで言われるような

文字の骨格表現のことである。明朝体，宋朝体，ゴシック体等のことばで表現

される壽形，壽体の|川題は別である｡）

この字体の問題を明確に説明した資料はとぼしい。比絞的整理された説明を

し，かつ字体を明確に識別して編集した辞当は『新字源』であろう。本辞典に

は，親字という概念があり，これに旧字体及び異体字がある。異体字の中は，

異体字とその親字との関係を，本字，古宇，別体字（或体)，俗字，誤字（調

字）の五種に区別している。旧字（体）は，「当用漢字字体表」などによって

改められる以前の漢字を言っている。また「異体字」については，「おのおの

の親字に通用している異形の同音側義の文字」と定義している。さらに「本

字」については，「従来正字形として承認されているもの，またはそのなりた

ちから考えて正字形とすべきもの」と説明している'')。

このことは正字が絶対不変のものではないこと，正字が常に親字となるとは

限らないことを示している。つまり本辞典では，収録されている親字の字体の

うち，当用漢字については，「当用漢字字体表」（昭和24年内閣告示第1号）

人名用漢字については，「人名用漢字別表」，補正漢字については「当用漢字

補正案」によったことが明記されている'2)。

林大は，上古以来の字体の変遷について略述し，いづれを正とし，いづれを

俗とするかきめられたものではないと把握した後，正体と別体を区別して取捨

の標準を示した中で，「正体とは，説文，干禄字壽，康煕辞典等で普通に正字

としたもの，別体とは|可じく古文，本字，満字，通用字，今字，俗字，訓字等

すべて普通に正字としていないものを言う」と定義して'3)いる。ここでも正字

を本源的なところにさかのぼって，字源主義的に定めていないのである。

一方，中国古代の甲骨文や青銅器にきざまれた金文を手がかりに漢字の始源

にまで遡り，個々の漢字についてその正しい形を説き示そうとする白川静の立

場もある。この立場は，漢字の始源を明かにし，その_I二で正字（本来の字形）
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を明らかにすることが可能であるとし，かつ自ら精力的にその正字を説き示し

ている'4)と言えるであろう。

私は，このような正字を求める立場が尊重されるとともに，正しい字形が一

つでも多く明らかにされることを望む。しかしこれら正字体が明らかにされた

としても，現在の字形をすべて正字形に改めていくことは，もはや不可能な部

分が多く，現実的に処していかなければならない。そして現在可能なことは，

何らかの基準に基づいて，正体とすべきものと，それ以外の異体字とを轄即

し，階屑づけておくことである。

この考え方を実行するために，私は漢字シソーラスを作成した'5)。その詳細

については，文献〔15〕にゆずるが，その概略を弛せば

1）漢字シソーラスの定義

{l,',l々の漢字を対象として,II1義又はそれに近い関連を有する漢字をグ

ルーピングし，漢字相互の関連を階瞬的に表現した漢字辞書である。

2）漢字シソーラスの対象範囲

ディスクリプタの範囲は，当館コンピュータシステムの文字セットで

あること。非ディスクリプタは『新字源』『大漢和』の収録漢字と,J

IS漢字表(JISC6226-1978)を対象としていること。

3）非ディスクリプタの種類

ディスクリプタ（親字）に対する非ディスクリプタ（異体字）の関係

を，本字，古宇，別体字，俗字，調字，｜司字，旧字，簡略字の種類に整

理したこと。

4）ディスクリプタの某準

ディスクリプタになりうる語の基準は，新字源の親字の立項に準拠さ

せ必らずしも正字をとっていないこと。

の4点にある。

この漢字シソーラスについて分析のため分類して承れば,表-3のようになる。

ここでは非ディスクリプタ（異体字）の多さが問題となろう。ディスクリプタ

5,699字に対し,JIS内で650の非ディスクリプタが存在し，さらにJIS外

の漢字も対称にすれば，異体字として5,689字の漢字が存在する。このことは，

5,699で表現しうる概念に対し，さらに5,689のバリエーションが存在するので

あるから，約二倍の冗長性をもっていることになる。

この41実の妥当性を考えるためには，より作業をすすめなければならない

が，私の調べたところによれば9921字を収録している『新字源』において，異

体字の数は，2,526字である（表4参照)。実に25.5％を占めている。収録字数
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表－3漢字シソーラスの分析

表3-1JIS漢字におけるディスクリ表3-2,ディスクリプタの分類

ブタと非ディスクリプタ

|数
ディスクリプタ ’5,699
非ディスクリプタ ｜‘50
計 ’6,349

表4．『新字源』における異体字の数

親 字’ 7,395
異 体 字’ 2，526

’ 計 ’9,921’

｜数
非ディスクリフ｡タを持たないも
の（一字種一字体のもの）

非ディスクリプタを持つもの

非ディスクリプタの内訳

i本字

｜古字

I別休字

｜俗字
｜謡字

｜同字

｜旧字

｜簡略字

’
’
’

計’

722

4,917

719

1，405

504

654

51

1，531

819

6

5,689

が増えれば，異体字の占める割合も高まっていくことが考えられる。先の約二

倍という数値の妥当性はともかくとして，漢字が冗長性にとんだ文字体系であ

ることは確認できるであろう。（尚このシソーラスの分析データは1979年10月

15日現在のものである。その後データの整備を行っており，数字の変化はあ

る）

この事実は，漢字情報処理システムに対し，次の二つの点を示唆する。一つ

は字体，字形の問題を無視して漢字セットを考えるならば，漢字セットの巨大

化をおしすすめることになるであろうこと。二つには，漢字による表記を，漢

字表記できることに重点をおくなら，つまり一字種一字体として設計するなら

ば，現在存在すると思われる漢字の約半分のもので，間にあう可能性があると

思われることである。

2-4標準文字セットの基本

以上考察してきたように，

1）把握しきれないほどの漢字の数

2）分野間における使用字種の異り

3）大量な異体字の存在

の3つの問題をあきらかにしてゑると，漢字セットを設定するにあたっての問
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題点もあきらかであろう。つまり

1）あらかじめ漢字セットのトータルがいくつになるかは，きわめて困難な

推測をしなければならないこと。

2）分野間によって使用字種が異るのであるから，標準セットの作成はむつ

かしい。ユーザーごとに別の漢字セットを必要とする可能性が高い。

3）大量の異体字が存在するのであるから，少々の漢字について，複数体セ

ット化したとしても多くの効果はあらわれない。

の3点があきらかにされた。これらの点から考えて，標準的な文字セットを作

成する場合には，第1にその文字セットは，全分野で共通に考えうるような，

逆にどの分野でも冗長性を持たない適切な文字セットとなりうるものであるこ

と，第2に，異体字は完全に無視するか，或は大量に存在することを前提とし

てコード体系を作ることにあると考えられる。

3．漢字セット運用上の問題点

漢字システムを，前章において分析したように把握するならば，漢字セット

にフレッキシブルなものが要求されることは自明であろう。完全に固定にして

おくことが不可能であるとなれば，漢字情報処理システムに要求される機能と

して，外字が発生したときに，システム的に外字が処理できること，的確に外

字であるか，内字であるかの判断のできるツールが用意されていること，そし

てあらたに発堆した漢字を辞書に登録し利用できるようにすること，つまり

1）外字処理

2）漢字セットのインデックス

3）文字登録の機能

の3点が，漢字情報処理システムの運用上重要な問題であろう。ここでは1）

及び2）の問題にふれる。3）については，登録の機能の他に文字フォントの

デザインの問題，明朝体活字の歴史の問題など考えなければならないことが多

いので，別稿で論ずることにする。

3.1,漢字情報処理システムにおける内字と外字

3.1.1内字と外字の概念

漢字情報処理システムにおいて，文字を出力（印字）する為には，何らかの

形でその文字がCG(CharacterGenerator,文字発生装置）の中に収容され

ていなければならない。また収容されていない文字を出力するためには，一時

的にもせよCGを経過しなければならない。この原則に韮づいて内字，外字等
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図1内字と外字の概念

の概念を図示すれば，図－1の様になる。またここで使用している用語は，以下

の様に定義して使用する。

盤面内字とは入力機の礁面上にあり，通常の入力法で，囎而を指示すること

によって入力しうる文字である。CG内字は，原則としてCGの中に常駐して

いる文字である。この文字セットはダイナミックにいれかえるとき以外は固定

のものであり，使用頻度の商いものである。CG外字とは，システム内字とシ

ステム外字に二分される。システム内字は通常存在するときは，中央側ディス

クの中とか,CG以外のフロッピーディスクの中等,CGの外にあり，外字と

見るべきである。しかし一つのシステムの中では必要に応じ,CG内字化して

利用される。この内字化の方法は，一時的にCG内字の部分に外字エリアを設

けて内字化する方法と，あらかじめそのエリアが設けられている場合とがあり

うる。システム外字とは，そのシステムにおいて文字の利用雄準，追加基準に

合致し，必要が/l其じればシステム内字化して使いうる文字である。妓後の外字

とは，ある一つのシステムの中では原則として使わない文字である。大きく内

字と外字に分割する場合には，囎面内字とCG内字をあわせて埴に内字と言

I'､,CG外字を埴に外字ということにする。

そして外字処理とは，このCG外字を内字化して使用する場合の処理方法の

ことである。

このように文字セットにおける内字と外字の概念を熱理した上で以下の論を

すすめる。
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まずCGの中にはいる文字種が固定されていると，前章で考察したように，

使用文字種は分野によって，また資料によって著じるしいばらつきがあるもの

であるから，利用効率に大きな影響を与える。ことにCGが大きければ大きい

ほど使用されない文字の数も増すことになる。

また標準文字セット(JIS)の問題がある。JISC-6226-1978において

標準化された文字セットは，第1水準の非漢字453種，漢字2,965字，第2水

準の漢字3,384字，計6,802種である。現状のハードウェアは,CG内字として

7,000字～8,000字位を収容するものが多いようである。仮に8,000字というこ

とで数えれば，現在の標準化された漢字のすべてとユーザー間有の文字をいれ

るとすれば，約1,000位いまでしか余裕がない。

この文字セットが現状のシステムでどのように利用されているかを，国文学

研究資料館のシステムに例をとって調査してゑれぱ，表-5のようになる。

表-5JIS漢字の使用率

嘉一～|異…”ゞ用率(A)|"¥"ゞ用率(偶，
漢字I3,82516021597,2861253
］【S第」|2,61718831583,9781
JⅢS第21』,052131］｜］2,9551
JIS外 ’ '561※ 40813531※※006
漢字外’2931 1］,759,1931
合

使用率A

〃 B

※，※※

｜

計’4,118｜ I2,356,4791
各漢字セットに対する使用率

総字数に対する漢字の使用率

出現した澳字に対するJIS外漢字の占める割合

詳細は文献〔5〕で解説しているので，そちらに譲るが，この対象となったデ

ータは，｜且文学研究資料館で扱かうデータの中の，原本書誌データ，論文リス

トのデータ，保元物語及び平治物語の本文データの三種類を総合したものであ

る。これによれば，第1水準の漢字2,965に対し，このデータで2,617字が出現

したのであるから，88．3％の使用率を示している。第2水準の漢字は3,384に

対して，1,052であるから，31．1％の使用率である。第1，第2をあわせたJ

ISの全体に対しては,60.2%である。JISの漢字156字は出現した漢字
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3,825に対しては，4．1％を占める。

JIS外の漢字は，当館のシステムでは，これまではすべて内字化されてい

るが，今後はCG外字（システム内字）のエリアに収めていかなければならな

い。ここで仮にJIS内の文字をCG内字とし,JIS外をCG外字としたと

すれば，前者の使用率60.2％に対し，後者は100％の利用率である。この仮定

の段階で156の字は,JISの6,349に対し，わずかに2.5%にしかならないか

ら，実際上は外字処理としてもそう大きな影響は与えないかも知れない。しか

しこれが500字，600字という段階になってきて10％近くにもなってくると，シ

ステムの稼動効率に与える影響はきわめて高くなるものと思われる。つまり漢

字情報処理システムにとって，外字の処理機能又は文字セットの設計運用方法

が重要な役割を果すことを意味している。また文字セットの管理も，システム

の効率をあげる意味で大きな役割を荷っているのである。

3.1.1外字処理の機能

漢字情報処理システムの重要なファクターとして，外字処理の問題がある。

その内容は1)外字処理が発生した場合の処理速度（印字速度）の問題であり，

2)は操作性，つまりいかようにすれば外字処理が可能となるかであり，3)は，

外字登録，つまりシステム外字をシステム内字化する方法の問題である。

1)の問題は現在CGの中に，あらかじめある単位の外字エリアを設けてお

き，そこに処理に先だってロードしておくか，外字の発生時点でロードして処

理するかの二つの方法が考えられよう。そしてこの外字エリアをどの位の大き

さにしておくことが効率的であるかであり，それが操作にどのような影響を及

ぼすかである。現在すでに稼動又は提唱されているシステムのうち,N7370シ

ステム(NEC),JEFシステム（ファコム),H-8195及びH-8196(ハイタ

ック）の3例について整即比較してふると，図－2に示したようになる。

N-7370システムの場合は，①ロード用パターンファイル（当該ユーザーの

使用する全文字を収容）から外字だけを抽出し外字ファイルを作成する。②

PIF(PrintImageFile)を編集・作成する段階でCDレコード（文字データレ

コード）の中から外字の有無をチェックし，特定外字コードに割り当て,PD

レコード（パターンデータレコード）を作成する。特定外字エリアは94文字で

ある'6)。外字処理を実施する場合には，アプリケーションプログラム内で外字

処理ルーチンを作成することになっている。

この方式の特色は，外字ファイルとCG内の特定外字エリアの2つで外字エ

リアを形成していること。特定外字エリアは，1ページの最大文字数が94文字
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図2外字処理方式の比較

図2-1N7370システムの場合

ロード用

パターン

ファイル

IF:PrinthageFile

Dレコード：パターンデータレコート

Ｐ
Ｐ外字の抽出

I外字刑“

ホスト
コンビュータ

PIF ーー一ー

9

で，ページ単位で外字処理が行なわれること。実施はアプリケーションプログ

ラムに委かされていること等にある。

HITACの8195及び8196(日立製作所）の場合は、外字処理にはプレロード

処理とオンディマンド処理の2通りがある。その外字処理の流れを図示すれ

ば，図2－2，3，4になる。漢字辞書に対する外字の登録はすでに完了して↓、

るものとして図示している。H-8196プレロードの場合は，①プレロード外字

用の外字イメージをJSTKLIBにより,SYSI.IMAGELIBデータセット中に作

成する。②データセットオープン時に，データ管理によりDD文のGAIJI"-

ペランドで指定された外字イメージが漢字プリンタにロードされる。③外字を

含むデータが漢字プリンタによりWCGMが参照され，文字が出力される。と

いう流れになる｡またオンディマンドの場合は，①外字を含むデータを漢字プ
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漢字情報処理システムの課題（田嶋）

図2-2H-8196におけるプレロード外字処理

I①

匹葦。

漢字
データ

セット

〔
DD

GA

ユーザー

ﾌﾟログラム

タ管理

②

文/SETPRTマクロ、
Ⅲｵぺﾗﾝドの桁定j
：WritableCharacterWCGM:WritableCharacterGeneraterModules

JSTKLIB:漢子ライフ．うり保守ﾌﾟログラム

H-8196

WCGM

リンダに転送，②漢字プリンタより外字の報告，③③′漢字辞i罫中の文字パタ

ーンをデータ管理が読玖取り，漢ブリに転送する場合と，外字出カルーチンに

制御が渡り，このルーチンで漢字辞書から文字パターンを読取り，漢ブリに転

送する。これにより漢ブリから文字が印lllllされる。H-8195のオンディマンド

処理の場合は，①外字を含むデータをSYSOUTに出力，②出力ライターが漢

ブリに転送③漢ブリは外字の発生を出力ライターに知らせる④出力ライタ

ーは文字パターンを読取る⑤出力ライターは読んだ文字パターンを漢ブリに

転送，漢ブリは文字を印刷する。という処理になっている17)｡(H-8195に於

けるプレロード処理は省略）

このシステムでは，一度プレロード処理をしてWCGMに登録された文字

は，次のプレロード処理まで一時的にCG内字化することになる。またオンデ

ィマンド処理は，1ページ内で一時的にCG内字化することになる。内字化さ

れた後は，外字処理と言えども，一般の処理に比し処理速度への影響はないで
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図2-3H-8196におけるオンデイマンド外字処理
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図2-4H-8195におけるオンデイマンド処理
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あろう。プレロードの処理に一つの処理が加わわるだけということになる。オ
ンディマンドの場合は，この点の処理は不要であるが，ページ内の内字化であ

－158－

し'-,ミル0

レハくル1

レハミル2

レハ息ル3

(ｵﾝﾃｨﾏﾝﾄ用）



漢字情報処理システムの課題（田嶋）

るから，その発生頻度は,苛くなると思われるので，処理速度への影響は避け雌

いであろう。ユーザにとって方法の選択が可能であることは，操作性，使用効

率を高める。また外字領域の構成も重要な側面であるが,H-8196のWCGMの

繼成は，レベル0から3までに匹分されていて,CG内字領域，プレロード外

字領域1,l'12,オンディマンド外字領域となっている。妓大登録CG外字の数

は1,299字である。またオンディマンド用は256/頁である。H-8195の場合は，

オンデイマンド，プレロード共に領域を共有し，妓大480/頁である18)。

次に『日本語情報システム概説舎一JEF-』（富士通）によれば，この

JEF(JapaneseProcessingExtendedFeature)とよばれるシステムの中には

いわゆる外字処理と言う言葉はない。逆に文字セット管理の概念なるものが導

入されている。この骨子はCGに収容する文字パターンを，利用者が扱うデー

タに使用される文字種に基づいての選択，使用文字種がCGに収容されている

かどうかのチェック，未収容文字パターンのCGへの追加処理であるという。

またこの文字パターンのローディング方法として，1)イニシャルローディン

グ，2)プレローディング，3)ダイナミックローディングの3種類がある。1)は

装置への電源投入時に行なわれるものである。2)は文字どうりプレローディン

グである。3)は先のオンディマンド処理と同種のものである。また,CGの領

域は基本領域（イニシャルローディングされたCGの領域）と追加領域があり

後者が追加文字パターンの領域であると説明されている。これはこれまで述べ

てきたところの外字処理である。そして文字セットの管理を行うソフトウェア

はADJUSTと呼ばれるものであるという。この中には処理装置から出力可能

性のある文字種を洗い出す機能もあるという'9)。概説書を資料としているだけ

であり詳しいことはわからない。また追加領域の大きさもわからないので，実

際の連用形態を予測することがむつかしい。しかし概説書から判断すれば，操

作性が著じるしく繁雑となるように思われる。

以上，3社で発表しているシステムについて紹介したが，システムにとって

必要な機能は，内字であるか，外字であるかは，意識せずに使えることであ

る。具体的に言えば，処理速度に大きな影響を与えないことであり，コード体

系も一つのものであることである。このためにはハードウェア及びソフトウェ

アの設計上の問題に加えて，当初の文字セットをどう作成しておくか，また作

成した文字セットをどう運用していくかといった総合的視点から見てゆかねば

ならない。

また，文字登録の機能の問題，つまり外字をシステム内字化する問題につい

ては，運用上から考えれば，その必要性が確認された時点（これは主に初期デ
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一タの入力時である）で，即座にしかも簡便に登録できることである。この確

認のために漢字辞書の活用がクローズアップされてくるのである。この登録の

機能として必要なものは，既存の文字パターンを参照し，それに近いデザイン

が可能になることである。これは文字llとして美しく見られ，かつ読玖易くす

るためには，デザインの統一が不可欠だからである。このために，既存の文字

をドットパターンで参照できる機能が必要である。これについては前記の文字

登録の機能の問題であるので，ここではこれ以上ふれない。

3－2漢字情報処理システムの為の漢字辞書

漢字システムの性格上，あらかじめI&l疋的な文字セットを定めることは不可

能なものであることや，文字セットのすべての文字のコードを覚えておくこと

は不可能であることから，漢字情報処理システムでは，何らかの形で使用文字

種のコードブックを持つことが不可欠である。しかも追加がある以上，メンテ

ナンスが必要であり，しかも比較的頻繁に行なわれるので，何らかの形で機械

可読のファイルとして保有することが必要である。また先ほどドットパターン

の参照について指摘したが，このドットパターンも辞書の一部にすべきであろ

う。

つまりここでいう漢字情報処理システムの為の漢字辞諜とは，ドットパター

ン情報（フォント情報）と漢字属性情報の二つを必要とする。前者は，漢字プ

リンタ及び漢字ビデオデータターミナル等の漢字出力機の外字用のフォントフ

ァイルとして使用し，かつ外字の新規作成に際してのフォント情報の参照ファ

イルとして使用するものである。後者はデータ入力に際して，盤面外字をコー

ド入力する際のコードブックとして，また不明漢字の確認用として，さらに新

規に文字を登録する際の確認用として使用する。

3.2.1漢字属性情報

今日，漢和辞典で漢字を検索しようとする場合，部首，総画，音訓の3つが

主に使われているであろう。この三つの方法はそれぞれ長所と短所をもってい

る。つまり部首索引はきわめて単純化された部首と部首内画数で検索するが，

この部首は康煕字典での部首分類を行ってより，ほぼこれが踏襲されており，

『大漢和辞典』では216種に分類し，最近の『新字源』，学研漢和大字典（藤堂明

保編，学習研究社，1978)等では，245種に分類している。漢字における字体，

字形の変化は，部首の認定をむつかしくしている場合があり，また部首内画数

も変化がある。例えば"当''の字は"田''の部に収録されている場合が多い。しか
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漢字情報処理システムの課題（田|嶋）

しここからは現行の"当"の字はひけない。このような例は，蓋（Ⅲ部）→尽，

像（家部）→予等がある。

総画索引の場合には，字体，字形が固定していれば，肢も確実に検索する方

法であるが，スピードの面で大きな障害がある。同時に省画による字形変化し

ている漢字も多く，その対応がむつかしい。

音・訓の索引も読めることが前提であるから，一般性にとぼしい。

このように現在一般に使われている漢字の検索方法には，完壁なものがな

↓､。この点を考えると複数の検索方法を用意し，自由な選択ができる必要があ

る。つまり表-5に示すものが考えられる。使用漢字コードは,JISコードと

体系の異る漢字コードを使用している場合には,JISコードも必要となる。

項番2～7まではすべて検索のためのものであり，8～9が管理上必要とする

もので，8の字種は当用漢字，人名用漢字等のいわゆる政令漢字の情報が必要

となる。これにより字体の変化が起こっているからである。

表－6漢字属性情報辞典の検字番号は，漢字の戸籍簿である。

収容情報

使用漢字コード

辞典の検字番号(1)

〃 （2）

部首

総画数

四角号礪

読み（音・訓）

字種

作成・保守上の管理情報

したがって漢字すべてを網羅した辞典の番号

がほしい。それがあれば漢字システムを使用

しているユーザー間で漢字の識別が確実にな

り，不注意で漢字を作成するということがな

くなるであろう。しかしこのすべての漢字と

言う概念は，2－1で考察したように，あ↓､ま

いであって捉えきれない。現状で最大の収録

文字数があり，かつ漢字に番号がついている

のは，『大漢和辞典』であるから，この番号

となる。またハンディな利用も考えなければ

ならない。ここでは当用漢字の制定によって新しい字体が認定されたことを考

慮にいれれば，当用漢字制定後に編集された辞典であること，が必要条件とな

る。この意味で『新字源』（文献11）が適当と思われる。要するにここで指摘

しておきたいことは，ハンディな辞書と収録字数のできるだけ多いものとの二

つが必要であると↓、うことである。

部首，総画数については，学問的正しさのゑならず，考えられる部首や総画

数は，複数個つけておくべきであろう。

四角号礁索引とは，漢字の四すゑの筆形，筆画をゑて，それぞれあらかじめ

約束されている0～9までの番号におきかえ，さらに付角をつけて漢字一宇を

5桁の数におきかえて排列していく方法である。これは四角号礁に限るもので
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はないが，音・訓や部首等を無視しても，子形から漢字を検索できる手段がほ

しいという意味であげたものである。四すみの筆形・筆画が索引のポイントと

なるため，これが普及すれば，漢字の字形への関心を高めることになるであろ

う。

このことの方が，漢字システムを考える時には，はるかに重要な意味をもつ

であろう。漢字情報処理システムの為の漢字辞書，そのための索引とは，言う

までもなく確実に対象（漢字）に達しうるものでなければならない。これがｲ<

完全であれば，入力ミスや新規に漢字を追加する際のコードづけにミスを犯す

ことになる。このことを重視して実用的なものを作成することが何よりも重要

なことになるであろう。

尚,n本電子工業振興協会では,II本語処理に肢も基本的なデータベースの

一つという位置づけで，漢字辞書を実際に作成している20)。その仕様は網羅的

なものである。筆者案はユーザーを対象としたものである。筆者案に基づく漢

字辞書もすでに作成し，活用している。これは別図報告の予定がある(I副文学

研究資料館報告，第6号，1980年3月に刊行予定）のでご参照願いたい。また

日立製作所でも作成2')しすでにユーザーに提供されている。比較参照願えれば

幸いである。

3.2.2漢字シソーラス

ところで，新規に文字を登録する際に漢字辞耆を使用すると言ったが，この

目的のために，漢字シソーラスが活用できればより良いものになる。異体字が

存在する以上，そのすべてをコード化していくことは合理的ではない。漢字の

新規登録の際には，その漢字をどの字体で登録すべきか，或は別の字体で登録

されているかどうか等，十分に検討すべきであろう。そのツールとして私は，

2.3で簡単に紹介したような漢字シソーラスを研究開発した。これを活用すれ

ば，ある漢字に対する同義の漢字の一覧，すでにある漢字のコードとその字

体，その他の関連字の情報等が一覧できるのである。すでに異体字が辞書の中

に複数体存在する場合には，新らたに登録しようとする場合に，より慎重な検

討を要求するであろう。文字セット拡大への抑止効果はきわめて重要なもので

あろう。

以上のように豊富なツールを完備し，迅速な処理が行なえる環境の整備と，

文字管理への真剣なとりくみが,漢字情報処理システム運用上の責任であろう。
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漢字情報処理システムの課題（田嶋）

4．むすびにかえて

考えてゑれば，従来の漢字システムはすべて外字処理で行ってきたようなも

のであると思う。これまで行なわれている一般の鉛活字による印刷や，写植シ

ステムの中では，新しい漢字（字母として用意されていない漢字）があらわれ

た時，その印刷の為の手書原稿に合わせて字母を作ることで処理してきた。こ

の点で漢字は個人のレベルでのきわめて弱い管理はあったとしても，システム

的な管理はなされていなかったと言えるのである。近世における版本という印

刷形態はその典型を示している。版木に書かれた原稿をそのまま，そのつど彫

る方法は，いついかなる文字があらわれてもｲ可ら問題が生じなかったのであ

る。ところが漢字情報処理システムとなって，使用する漢字のすべてにコード

が与えられ，使用する漢字が漢字辞吾で管理され，管理された文字を使用する

状況になれば，無制限に新らしい漢字を作成し，バリエーションを発生させる

ことはなくなるであろう。これは漢字使用にとって革命に近い問題であろう。

漢字情報処理システムとは，このような崇高な課題を背負っているのであ

る。漢字情報処理システムの課題としては，入出力システム，ソフトウェア体

系等，本稿では論じ得なかった多くの問題がある。また本稿の展開として論ず

べきものに，漢字のデザインの問題や，漢字コード体系の問題などがある。し

かしこれらについては論じられなかった。いわばハードウェア，ソフトウェア

以前の漢字システムの内部の問題の一部を論じたにすぎない。私があえてこれ

らの問題について考察したのは，従来漢字システムそのものを十分に分析，把

握した上で，漢字情報処理システムを設計するということはなかったように思

えるからである。またこうすることなしにシステムが存在しえたのは，特殊な

機器として位置づけられ，きわめて部分的にしか使われていなかったことと，

どうしてもシステム化しなければならない分野の，特殊な篤志ユーザーによっ

て支えられていたことによるものであろう。

しかし現実は，このような時代を超えて，数年前の感覚からすれば，驚異的

とも思えるほどの勢いで漢字‘|青報処理システムの普及がはじまろうとしている

のである。このような時に，現状の漢字システムを十分に分析し，把握し，そ

の上でメーカーもユーザーもシステムを設計し実施に移していくことでなけれ

ば，数年後に高価な代償を払うことになるかも知れないのである。

（1979.10.19）
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抄録

漢字システムの現状を分析し，漢字情報処理システムの設計にあたって配慮しておか

なければならない基本的な問題，それもハードウェア，ソフトウェア以前の問題を分析

したもの。まず漢字の数として5万余存在するところまではあきらかであるが，その総

数がつかみ難いこと。各種の漢字調査を分析すると，分野により字種が異り，母集団の

増加は字種の増加につながることがあきらかであること。漢字シソーラスの作成及びそ

の分析から，字体の多様性が大きな問題であること。の3点，つまりオープンシステム

化しすぎていることに問題があることを論証した。同時に効率良い文字セットを設計す

ることの重要性を論証した。その上で漢字情報処理システムとして，外字処理の機能の

重要性と，ユーザーとして望ましい方式の概要を述べた。またシステムの運用にあたっ

ては，漢字辞書の活用を位置づけることと必要とする辞書検索の機能を考察した。また

漢字情報処理システムが漢字を管理しなければならないという側面（漢字システムのク

ローズ化）で重要な意味をもつことを指摘した。
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